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統計レポート課題１：解答例

１．Excelを用いて、指定されたデータの平均、分散、標準偏差、共分散、相関
係数などを求める

結果

Excelのワークシートの抜粋

データ数を求める

• １回目のデータはB列 [B2:B123]、２回目のデータはC列 [C2:C123]にそれぞれ入
力する。

• A列にすべて 1を入れる [A2:A123]。
• A列の値を合計したものがデータ数となる [A124=SUM(A2:A123)]。ここではデー
タ数 (n)は 122。

　（注）こうしておけば、データを挿入したり削除した場合でも自動的に再計算される
　　　ハズ。
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平均を求める

定義式は以下のとおり。データの総和をデータ数で割る。

µx =
1
n

n∑
k=1

xk

１回目のデータの平均を求める [B125]

• SUM()関数を利用して、データの総和求める [B124=SUM(B2:B123)]。
• 求めた総和をデータ数で割る [B125=B124/A124]。
• 値は 78.84(小数点以下第 3位四捨五入)。

2回目のデータの平均を求める [C125]

• SUM()関数を利用して、データの総和求める [C124=SUM(C2:C123)]。
• 求めた総和をデータ数で割る [C125=C124/A124]。
• 値は 76.41(小数点以下第 3位四捨五入)。

分散を求める

定義式は以下のとおり。偏差の 2乗の総和をデータ数で割る。

σ2(x) =
1
n

n∑
k=1

(xk − µx)2

１回目のデータの分散を求める [F125]

• D列 2行に 1件目のデータと平均との偏差を求める [D2=B2-$B$125]。$マークは
絶対参照を意味する（あるいは平均の列をつくる）。

• 2件目以降も同様に偏差を求める [D3=B3-$B$125・・・D123=B123-$B$125]。
• F列に偏差の 2乗を求める [F2=D2*D2・・・F123=D123*D123]。
• SUM()関数を利用して、偏差の 2乗の総和を求める [F124=SUM(F2:F123)]。
• 偏差の 2乗の総和をデータ数で割る [F125=F124/A124]。
• 値は 89.86(小数点以下第 3位四捨五入)。

2回目のデータの分散を求める [H125]

• E列 2行に 1件目のデータと平均との偏差を求める [E2=C2-$C$125]。
• 2件目以降も同様に偏差を求める [E3=C3-$C$125・・・E123=C123-$C$125]。
• H列に偏差の 2乗を求める [H2=E2*E2・・・H123=E123*E123]。
• SUM()関数を利用して、偏差の 2乗の総和を求める [H124=SUM(H2:H123)]。
• 偏差の 2乗の総和をデータ数で割る [H125=H124/A124]。
• 値は 195.08(小数点以下第 3位四捨五入)。
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標準偏差を求める

定義式は以下のとおり。分散の平方根。

σ(x) =
√

σ2(x)

1回目のデータの標準偏差を求める [F126]

• SQRT()関数を用いて、分散の平方根を求める [F126=SQRT(F125)]。
• 値は 9.48(小数点以下第 3位四捨五入)。

2回目のデータの標準偏差を求める [H126]

• SQRT()関数を用いて、分散の平方根を求める [H126=SQRT(H125)]。
• 値は 13.97(小数点以下第 3位四捨五入)。

共分散を求める

定義式は以下のとおり。1回目と 2回目の偏差の積の総和をデータ数で割る。

cov(x, y) =
1
n

n∑
k=1

(xk − µx)(yk − µy)

1回目と 2回目の共分散を求める [G127]

• G列に 1回目と 2回目の偏差の積を求める [G2=F2*H2・・・G123=F123*H123]。
• SUM()関数を利用して、偏差の積の総和を求める [G124=SUM(G2:G123)]
• 偏差の積の総和をデータ数で割る [G127=G124/A124]。
• 値は 54.07(小数点以下第 3位四捨五入)。

相関係数を求める

定義式は以下のとおり。共分散を 1回目と 2回目の標準偏差の積で割る。

r(x, y) =
cov(x, y)
σ(x)σ(y)

1回目と 2回目の相関係数を求める [G128]

• 共分散を 1回目と 2回目の標準偏差の積で割る [G128=G127/(F126*H126)]。
• 値は 0.41(小数点以下第 3位四捨五入)。
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データの散布図
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２．統計の間違った使い方を指摘する

以下に示す２つの図は、「NPO法人日本むし歯予防フッ素推進会議. ”新潟県はなぜ日
本で一番むし歯が少ないの？”」という記事からの抜粋である。
図 1において、新潟県では 12歳の子供の虫歯が最も少ない理由としてフッ化物洗口の
普及を挙げている。しかし、図 2を見ると、新潟県に続いて虫歯が少ない広島県でのフッ
化物洗口実施率は 47都道府県のうち 34位であり決して高いとは言えない。つまり、虫歯
が少ないこととフッ化物洗口の実施率には、おそらく強い相関関係はない。従って、虫歯
が最も少ない理由としてフッ化物洗口の普及があるという結論をここから導くことは誤り
である。

図 1: 12歳の一人平均虫歯本数（都道府
県別）

広島県は
３４位

図 2: フッ素化洗口実施状況
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